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生ごみリサイクルモデル事業について 

 

１ 目 的 

 (1)区民が自家処理して作った乾燥生ごみを地域で有効活用して、資源循環させる。 

(2)ごみ減量を通じ、焼却処理等に伴うＣＯ2 の発生を抑制し、地球温暖化防止活動 

の一助とするとともに、焼却費用などの削減にもつなげていく。 

 

２ 事業の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

３ 実施日時・場所  

 (1)日 時：平成 23 年 12 月 24 日（土）、平成 24 年 1 月 28 日 (土 )（実施済み）  

       平成 24 年 2 月 25 日 (土 )、3 月 24 日 (土 ) 計４日間  

時間：午前９時～午前１１時  

        ＊多摩生活環境事業所で実施する「ごみ相談会」及び「廃蛍光管回収」

と同時開催  

(2)場所：麻生区役所 2 階 ロビー 

 

４ 展示資料等 

  ・生ごみ処理機器 

  ・生ごみ投入中のダンボールコンポストとパネル 

  ・モデル事業チラシ、「チャレンジ生ごみダイエット」、「ダンボールコンポストのすす

め」 

 

【対象堆肥】  

・乾燥生ごみ（電動生ごみ処理機で出来たもの） 

  ※３月 のみ完 熟 堆 肥 も回 収  

【回収方法】  

・区役所に当日持参（月１回）  

 
「麻生区区民会議」  

＊受付並びに引渡しの実施  

＊生ごみ処理機の展示など  

提供者  

はぐるま工房  

完熟堆肥へ加工  

花の苗木など  

当初、家庭で出来た完熟堆肥を含め実施す

る予定であったが、廃棄物処理法や肥料取締

法による規制があることがわかり、法律に抵

触しない範囲で計画を変更。  



５ 第１・２回目の実施状況 

  (1)受付人数など 

  ・乾燥生ごみ ２名、生ごみ相談 １１名、チラシ配布 約４５名 

 

(2)対応（相談）内容 

  ・以前は戸建てでコンポスト化容器を使ってやっていたが、マンションに転居したの 

   で止めていた。ベランダでもできるダンボールコンポストに取り組んでみたい。 

  ・自己流で、ダンボールコンポストとミラコンポストをやっていたがうまくいかなか 

   った。説明を聞けてよかった。 

  ・ダンボールコンポストに興味があるので、今度詳しくお話を伺いたい。 

  ・市政だよりを見て生ごみリサイクルやダンボールコンポストの勉強に来た。 など 

 

 ＜実施状況＞ 

   

 

 

６ 今後の予定      

  ＊４回の実施結果などを踏まえ、区長への提言につなげていく。 

  （３月は、「麻生区クールアース推進委員会」が開催する「太陽光発電相談会」も 

同時開催予定） 

 

７ タウンニュース掲載記事 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜受付・展示状況＞  ＜生ごみ処理機器展示＞  ＜対応状況＞  

 


